
はじめに

　メドウフェスクは耐寒性に優れ，嗜好性も良い

とされるイネ科牧草です。このため，集約放牧に

適したペレニアルライグラスが越冬できない北海

道東部など，積雪量が少ない土壌凍結地帯向けの

草種として期待されています。しかし，従来まで

は，メドウフェスクは採草地の補助草種として利

用されることが多く，本草種を主体とした集約放

牧下での評価はされていませんでした。そこで，

北海道農業研究センター（札幌市，旧農水省北海

道農業試験場）では，１９９５年からメドウフェスク

の集約放牧特性を明らかにするための試験を開始

しました。本稿では，これまでに明らかとなった

メドウフェスクの特性について，利用草高と産乳

性を中心に紹介します。

�

　集約放牧を行う際には，放牧草の栄養価を高く

維持するため，低い草高で放牧する必要がありま

す。たとえば，ペレニアルライグラスでは２０�が

適切とされています。そこで，利用草高がメドウ

フェスクの栄養価と永続性に与える影響を明らか

にするため，メドウフェスクの利用草高を２０�お

よび２５～３０�とした区，対照区に利用草高を２０�

としたペレニアルライグラス２０�区を設け，ホル

スタイン未経産牛を用い，６年間にわたり放牧試

験を実施しました。

　図１に各区の月別のＴＤＮ（可消化養分総量）

の値を示しました。草高２０�でメドウフェスクを

利用した場合，ＴＤＮはペレニアルライグラスと

１　利用草高が栄養価と草地の永続性
に及ぼす影響

同等でした。また，メドウフェスクの利用草高を

２５～３０�とすると，ＴＤＮは２０�の場合よりも夏

や晩秋を中心にやや低下しますが，それでも６９％

以上はあり，まずまずの値でした。

　次に，各区のメドウフェスクまたはペレニアル

ライグラスの重量割合が，６年間でどのように変

化したかを図２に示しました。測定は各年とも秋

に行いました。メドウフェスク２０�区では，利用

１年目の秋からメドウフェスクの割合が低く，５

年目以降さらに低下しました。また，利用３年目

から雑草の侵入が目立ち，植生が荒廃し始めまし

た。一方，メドウフェスク２５～３０�区ではメドウ
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図１　放牧草の月別ＴＤＮ 
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図２　各区のメドウフェスク、またはペレニアルライグラスの重量割合の変化 
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フェスクの割合が利用６年目においても高く維持

されていました。

　以上の結果より，メドウフェスクを集約放牧利

用する際の利用草高は，植生維持の観点から２５～

３０�が適切といえます。この場合，ＴＤＮは２０�

利用のときよりも時期により数ポイント低下しま

すが，粗飼料のＴＤＮとしては遜色ないものとい

えるでしょう。

２　牧草生産性と放牧草の成分

　ここではメドウフェスク２５～３０�区の年間収量

と利用回数，季節生産性，放牧草の成分および嗜

好性について，ペレニアルライグラス２０�区と比

較しながら解説します。なお，今回の結果は札幌

で得られた利用開始後６年間の平均値であり，

個々の値は地域やその年の天候，施肥量などによ

り変化しますので注意が必要です。

　年間乾物収量はメドウフェスクが７．９ｔ／ｈａ，

ペレニアルライグラスが６．４ｔ／ｈａでした。これ

に対して，年間利用回数はメドウフェスクが６．２

回，ペレニアルライグラスが８．５回でした。メドウ

フェスクの方が高い草高で放牧利用したため，収

量は高めに，利用回数は少なめになりました。こ

れは放牧地一般にいえることです。

　図３にメドウフェスク２５～３０�区の日草量増加

速度を月別に示しました。他の草種と同様に，夏

や秋よりも春によく伸びることがわかります。

よって，春には，草高が３０�を超えないよう，放

牧地の面積を縮小し，余った草地は刈取り兼用利

用する必要があります。なお，メドウフェスクを

採草利用した場合，葉の割合がチモシーやオー

チャードグラスよりも少なめになります。このた

め，メドウフェスク草地は放牧専用とし，その面

積は春の草の伸びに合わせ，夏以降不足する放牧

地面積は，１番草収穫後の他草種の採草地を放牧

地に転用して補う方法も考えられます。

　メドウフェスク２５～３０�区のＣＰ（粗たんぱく

質）とＮＤＦ（中性デタージェント繊維）の乾物

中の含有率を図４に示しました。ＣＰは１５～２１％，

ＮＤＦは５０％前後でした。ただし，メドウフェス

クに限らず，ＣＰは窒素施肥量や施肥後の降雨状

況の影響を受けますので注意が必要です。

　メドウフェスクの嗜好性ですが，今回の試験で

は嗜好性の調査は行わず，代わりに，メドウフェ

スク２５～３０�区とペレニアルライグラス２０�区の

利用率（採食量／草量）を比較しました。この利

用率は，６０�の小牧区に空腹状態の未経産牛４頭

を１時間閉じこめ，得たものです。その結果，メ

ドウフェスク２５～３０�区は草量の６５％，ペレニア

ルライグラス２０�区は草量の５８％が採食され，メ

ドウフェスクの嗜好性はペレニアルライグラスと

遜色ないものと考えられました。

図３　メドウフェスクの月別日草量増加速度（利用草高２５～３０ｃｍ） 
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図４　メドウフェスクの月別ＣＰ、ＮＤＦ含有率（利用草高２５～３０ｃｍ） 
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３　産乳成績

　メドウフェスク草地の産乳性をペレニアルライ

グラス草地と比較するため，５年間にわたり搾乳

牛の集約放牧試験を実施しました。放牧期間は各

年とも１８０日前後としました。供試牛群の構成は，

昼間にメドウフェスク草地に放牧する牛群と，ペ

レニアルライグラス草地に放牧する牛群の各４頭

合計８頭とし，ここでは１日輪換放牧を行いまし

た。夜間は，両牛群とも同一の夜用草地（１牧区

制）に放牧しました。夜用草地も含めた１頭当た

りの放牧地面積は５０ａとしました。供試牛は春分

娩で，推定３０５日乳量は約９，３００�でした。

　その結果，メドウフェスク草地に放牧した牛群

と，ペレニアルライグラス草地に放牧した牛群間

に乳量や乳質の差はなく，両草地の産乳性は同等

でした（表１上段）。これは，両草地の栄養価が同

等であったためと考えられます。表１中段に放牧

草のＴＤＮ，ＣＰ，ＮＤＦの乾物中含有率を放牧期間

中の平均値で示しましたが，ＣＰがメドウフェスク

草地で高いほかは，差がありませんでした。

　放牧期間中の両牛群の飼料構成と土地生産性を

表１下段に示しました。両牛群とも放牧期間中に

必要なＴＤＮの約半分は放牧草から摂取していま

した。また，放牧草のほかに補助飼料として給与

した牧草サイレージや乾草も含めると，両牛群と

も，放牧期間中に必要とするＴＤＮの約６割を粗飼

料から供給することができました。よって，残り

４割が濃厚飼料からということになります。本試

験において，産乳量の６割が自給飼料から生産さ

れたと仮定すると，放牧期間中に草地１ｈａから産

出された乳量は年により６，７００～８，７００�と推定さ

れ，これも牛群間に差はありませんでした。

　なお，補助飼料は，放牧草だけでは不足する分

を牧草サイレージ，乾草，配合飼料，圧ぺんトウ

モロコシ，ビートパルプペレットを組み合わせて

給与しました。その結果，牛のエネルギー摂取状

況を表すボディコンディションスコア（ＢＣＳ）や

血液成分値（Ｇｌｕ，ＮＥＦＡ），および摂取飼料の可

溶炭水化物と分解性たんぱく質のバランスを示す

血液成分値（ＢＵＮ）は，ほぼ正常範囲内に収まり，

牛群間に差が生じることはありませんでした（表２）。

おわりに

　メドウフェスク集約放牧草地の収量，栄養価，

産乳量はペレニアルライグラス集約放牧草地と同

等です。ただし，毎回の入牧時草高は，植生維持

の観点から，ペレニアルライグラスよりやや高め

の２５～３０�に設定する必要があります。また，出

穂期後の掃除刈りが望まれます。

　なお，放牧専用利用の場合でも，出穂期後に一

回，掃除刈り（搬出できればなおよい）を行うこ

とをお勧めします。採食されずに残った低栄養価

の部位が，後から伸びてきた新葉と混じり栄養価

が低下することを防げます。

表１　メドウフェスクならびにペレニアルライグラス草地に放牧した牛群

の産乳性，放牧草の栄養価・成分，飼料構成・土地生産性

ペレニアルライグラスメドウフェスク

産乳性

３１．８ 
 ３．８１
 ３．２７
 ８．７５

３１．６ 
 ３．８４
 ３．２５
 ８．７３

４％脂肪補正日乳量（�）
乳脂率（％）
乳たんぱく質率（％）
ＳＮＦ率（％）

放牧草の栄養価・成分（乾物当たり）

７０．３
１８．５
４８．１

７０．１
１９．８
４８．９

ＴＤＮ（％）
ＣＰ（％）
ＮＤＦ（％）

飼料構成と土地生産性

 ５２．１
 ６２．７
７，１９２

 ４９．９
 ６１．４
６，９５０

放牧依存率（％）
粗飼料給与率（％）
ｈａ当たり産乳量（４％脂肪補正�）

表２　メドウフェスクならびにペレニアルライグラス

草地に放牧した牛群のＢＣＳと血液成分値

ペレニアルライグラスメドウフェスク

  ２．９０
 １５．７ 
 ６４．３ 
１２７．８ 

  ２．８５
 １６．１ 
 ６４．７ 
１４４．８ 

ＢＣＳ
ＢＵＮ（�／�）
Ｇｌｕ（�／�）
ＮＥＦＡ（ｕＥｑ／�）


